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平成２９年白老町議会議会運営委員会会議録 

 

平成２９年 １月２０日（金曜日） 

   開  会  午後 ２時３０分 

   閉  会  午後 ３時３１分 

                                        

〇会議に付した事件 

１．議員報酬（自主削減）について 

２．平成２９年白老町議会について 

３．全員協議会の開催について 

４．その他について 

                                        

〇出席委員（６名） 

委 員 長  吉 田 和 子 君    副 委 員 長  山 田 和 子 君 

委 員  大 渕 紀 夫 君    委   員  小 西 秀 延 君 

委 員  吉 谷 一 孝 君    委 員  西 田  子 君     

副 議 長  前 田 博 之 君    議 長  山 本 浩 平 君 

                                        

〇欠席委員（なし） 

                                        

〇職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 南   光 男 君 

主 任  葉 廣 照 美 君 
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       ◎開会の宣告 

○委員長（吉田和子君） たただいまから、議会運営委員会を開催をいたします。 

                               （午後 ２時３０分） 

                                         

○委員長（吉田和子君） 協議事項は４項目ほど入っておりますので、随時進めてまいりますので

よろしくお願いいたします。まず１点目なのですが、前回も議会運営委員会を開催いたしまして、

各会派の考え方、それぞれの参加委員の考え方を話し合いされまして、なかなか結論には至らない

ということで、あの時点ではもう一度会派でこの間話しあったことを持ち寄って、もう一度検討し

ていただきたいということと、それから議長、副議長で議論をして、話し合いをしてそれなりの結

論的なものがもし議会運営委員会で述べられればありがたいということでお願いをいたしましたけ

れども、まず最初に議長、副議長の話し合いの結果からお聞きしてよろしいでしょうか。どのよう

なことになりましたでしょうか。 

山本浩平議長。 

○議長（山本浩平君） ではまず私のほうから。きょうはちょっと私も時間を勘違いして９時半か

ら議会運営委員会だと思って、前田副議長を９時に呼び出しまして大変失礼いたしました。そうい

うことで９時ちょっとぐらい前からお話をしましたけれども、お互いにそれぞれ、当然、これは今

会派制取って全部会派に入っていますから、これはもう会派のそれぞれの意見を尊重したようなや

はり形になると思います。そんな中で前田副議長の思いというか、それはよく私も理解はできまし

た。前田副議長は何回かお話ししているとは思いますけれども、財政再建中の 32 年までは議員とし

てやはり町民に対して形を示すべきだと。それでパーセンテージは抜きにしたとしてもいくらかや

はり議員として議会としては町民に対して態度を示すべきではないかというようなお話がありまし

た。私どもの会派はむしろ議員の将来のなり手、あるいは今は議員のほうにはいわゆる保障するも

のは何も今ないような状況の中で本当に議員のなり手がいないということを懸念していることと、

ほかの市から比べても引けをとらないぐらい活動していると。そういう中でやはり基本的には下げ

るよりも上げるべきだという意見が多いものですから、一旦この自主削減の部分と分けたとしても、

この 32 年の財政再建中にはこだわらず、もしもその報酬等審議会のほうから上げるべきだというよ

うな意見が上がってきたら、積極的に私たちの会派はそういう形で展開していきたいということを

お話をしました。お互いにそういう意見を何て言いますか、意見交換ということで終わりまして、

また、議長と副議長だけでこれは決められる話ではありませんので、ただ、私の思いとしてはでき

れば、例えばこれは議員提案というのもできますので、その議員提案をもしどこかの方がされて、

そこで６対７とか、そんなような僅差の状況の中で決めるような形で町民の前に示すということは

非常にこれはお恥ずかしい話になってくるのではないかと。そういうことからで言うと、うまく話

をまとめられるのであればまとめたいと思いますけれども、ただ、私もその会派制の中でやってい

まして、会派の中にはさまざまな意見がありますので、なかなか私一存の中ではそれも決められる



 3 

状況ではないということでございます。 

○委員長（吉田和子君） 今、山本議長のほうから報告がありましたけれども、正直に言わせてい

ただきます。私は議長、副議長は会派制をもちろんとっていますけれども、議会の議長、副議長だ

というふうに私は捉えております。議会全体を見て、財政、行政側とのバランス、そういったもの

を含めて議論をしていただけるというふうに考えております。もちろん会派での考えがありますの

で、会派にあっては会派での話し合いということに準じていくのではないかというふうには思いま

すけれども、私がお願いしたのは白老町議会の議長、副議長、全員が選出した議長、副議長で、２

人が町の代表として選出したわけですから、そういった立場で議論をしていただきたいというふう

に、そういう本当は希望でしたので、ちょっと違った形の報告があるのかというふうに、もちろん

会派を大事にするということもわかりますが、そういったことがちょっと期待をしておりました。

今の回答いただきましたけれども、これはこの間議論したことから一歩出ているという形ではなら

なくて、採決はすべきではないと。報酬はきちんと上げることも今後考えていかなければならない

ということは前回議論しておりますので、他の会派のほうで話し合いをして、こういったことがま

た新たにどうだろうということが出てきましたとかというのがあればお話をいただきたいと思いま

すが、どうでしょうか。これはずっと話し合っても同じではないかと思うのですが、どうでしょう

か。 

山本浩平議長。 

○議長（山本浩平君） 今、議会運営委員会の吉田委員長からお話しありましたけども、本音を言

わせていただくと、私は前回、削減しなかった理由の一つとしては、最終的には議会の意見が一致

した形の中で、１削減いたしましたけども、当時の会派の中でも残念ながらちょうど坂下議員が亡

くなられたときのタイミングのときの話ですけども、削減すべきではないという意見が結構、私ど

もの関係にはそういうのもありましたし、あとは当時その財政再建という中の一つとして行政側の

要請があって、それを私も議会運営委員会のほうにかけさせていただいて、皆さんで話し合ってい

ただいて、いわゆる旅費の８万円分を、本来４年間あったのですけども２年にしたという中では十

分議会としてはもう既にやっているのです。既にそれだけの努力はしているし、議会費も削減にな

っているわけです、そういう面でいうと。そういう形の中でいうと、先ほど私は会派があるからと

言いましたけども、議長としての意見としても削減はすべきではないという意見であります。 

○委員長（吉田和子君） 前田副議長何かありますか。 

○副議長（前田博之君） 私は今、山本議長と話をして、一つの委員会の方向性としての部分は理

解しました。ただ、今山本議長お話しされていませんでしたけど、私のほうからは、この委員会の

流れでは合意の中で方向性を求めようという形にあると。話がつかなければ、やはり議長としての

政治的な判断も必要ではないかということはお話ししまして、今、山本議長が明確に議長の考えが

示されたので、それについてはどうかということであります。 

○委員長（吉田和子君） 議長の考え方も示されましたけれども、ほかに何かご意見ありますでし

ょうか。会派で話し合っても同じでしたか。あまり変わりませんでしたでしょうか。会派としては。 
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前田副議長。 

○副議長（前田博之君） 前回の委員会のときは、ほかの会派ははっきりされていて、吉田委員長

のほうから持ち帰って話するという話だったのでそのお話を聞いたらどうですか。 

○委員長（吉田和子君） それで今お話あってということも出てこないものですから、同じという

ことなのかと思いながら、どうでしょうか。各会派のほうで。 

吉谷一孝委員。 

○委員（吉谷一孝君） 吉谷です。うちの会派のほうでは、委員会終わった後に私の意見をメンバ

ーに話させていただきました。やはり基本的にうちの会派の考え方は、やはり下げるべきではない

ということと、議会としても、先ほど山本議長も言われましたけれども、議会としての経費の削減

は行っているのだということ。その中で前回の議会運営委員会の中で話させていただきましたけど

も、報酬を上げるという議論と今回の削減という議論は別だという話になりましたけれども、これ

は一方削減の話をして、一方で上げる議論というのは議会の中では認識されているから、それはそ

れで理解はできるけども、では一般に町民で言われた場合には私はちょっと疑問に思うという話を

したら、やはり会派の中でもそうだねという話は出ていました。そこら辺の理解というのは理解は

してもらえた話ですし、会派としては基本的に考え方は変わっていないということです。 

○委員長（吉田和子君） ほかの会派どうでしょうか。うちの会派も話し合ったのですが、先ほど

旅費の削減と定数も１減らしたと。定数というのはやはりそのときの現状、状況を把握して議会改

革の一つとしてやったわけですけれども、職員もボールペンの１本までも削減をしてやっていると

いう、全てそういうふうにやっているわけです。議会ももちろん減らしていますけれども、その上

で削減もやっているわけですね。議会はここはこれだけやったのだからいいということではなくて、

財政の健全化の中で、何もよくなっていないだろうと、まだまだ厳しいだろうということで人件費

の削減の見直しについてもかなり厳しい意見を言ってまいりました。報酬が少ないから出る議員が

少ないというお話もちょっとありましたけど、千歳市議あたりは報酬少ないはずないのです。でも

定数だったのです。選挙がなかったのです。だから報酬ばかりでは私はないというふうに考えてい

ます。議会に対する何か魅力がないのか、そういったいろいろな要因が含まれているのだと。報酬

だったら千歳市議会は高いはずですし、伺っているとかなり活発な議員活動しています。だからそ

ういう面から考えると、決して報酬だけではないというふうに私も会派でもそういう話し合いもし

ていましたし、何らかのやはり形をきちんと示すべきではないか、それが議員としての責任のあり

方ではないだろうかという。それから報酬を上げる議論をするのではなくて、上げる必要性がある

かどうか。生活給ではないはずですから報酬としてどうなのかという議論は今の報酬では足りない

ということになれば、もちろん少ないのだということがあるから、それを上げるということの議論

にはなってくるかもしれませんが、この間の中では健全化の途中なのでそれが終了次第というふう

には出ていましたけれども、そういった話し合いは続けていくということになっていると思います

けれども、うちはそういう形で行政も同じくやっているのだということを前提に私たちは話し合い

をしました。会派でほかにどうでしょうか。それとも個人的な意見でも構いません。今、議長、副
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議長の報告を聞いて、または個人的にこういうふうに考えるということがあれば、どんどん意見を

言っていただかないと、これは何回やっても同じところでいつも終わってしまうのではないかとい

うふうに思うのですが、どうでしょうか。何もありませんか。 

大渕紀夫委員。 

○委員（大渕紀夫君） 大渕です。うちの会派は２時間かけて、かなり吉谷委員の提案されたこと

を含めてかなり深い議論をしました。２時間びっしりやったのですけれども、一つは、やはり言え

ばうちの会派が言い始めたことですから、そこがだけど大体違う形にはなりようがないのです。だ

から５％を３％でもいいという意味はそういう意味なのです。我々が議論した中身で言えば、確か

に吉谷委員が言われたこともそのとおりだと思います。片方で下げることを議論して、片方では上

げる議論をしたら、町民は一体何の話だということにはなります。ただ、そういうふうにしないと

またリンクしていかないという部分もある、そういう矛盾はあると。ただ今回のことについて言え

ば、そうやって言ったらまた同じ考えだというふうにしかならないのだけど、やはり今回の部分に

ついて言えば、財政健全化計画がそのまま年限が継続されたと。私は議会できちんと言っています

から。前倒して職員の給料を戻すのなら前倒しで戻しなさいということを言っていますから。です

から、そういう措置を今回はとらなかったし、議会も財政健全化計画そのものの期間も認めたわけ

です。そうであれば職員が削っている中で、我々がそういう姿勢を議員として示す必要がないのか

という議論をしたのです。徹底的にしました。結果としてパーセントにはこだわらないけれども、

やはり町民の皆さんに見せるためにも、それから私が議員の中でもそう思っていない人がたくさん

いらっしゃるのかどうかわからないけども、町民の皆様が大体職員の給料をカットするの当たり前

だと言うでしょう。おかしな議論だと私は思うのです。これは人事院勧告で決めている中身ですか

ら。ですからそういうことからいっても、そこを私出してもらったデータ見ればわかりますけれど

も、本当に今、議会は削減しているところそんなにないです。職員もないのです。本当に少ないの

です。ですからそういう中でうちの職員がやはりそこで白老町の財政を担ったことは議長おっしゃ

られるように我々も努力はしたけれども、職員の給料は１億円ですから。１億円ちょっとですか。

やはりこの重みというのは私はやはりあると思うのです。そこに対する議会としての姿勢はやはり

見せるべきではないのかと。そうやって言ったら何も変わっていないということにしかならないの

だけれども、見せるべきではないのかというのは２時間、議論した結論であります。 

○委員長（吉田和子君） 西田委員のところは変わらないので変わりませんか。パーセンテージ的

なことも何か話し出ましたか。もしするとしたら。というのは削減はすべきだけどパーセントまで

はやっていないということですか。山田副委員長の会派はどうですか。変わりませんか。思い切っ

て言ったほうがいいと思います。休憩にして、またこの間のように議論しますか。時間的にこの後

もまた委員会入っていますので、これ以上延ばしても同じだと何となく思ってしまうものですから、

休憩に入って自由に議論をしたいと思います。 

暫時、休憩いたします。 

休 憩 午後 ２時５０分 
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再 開 午後 ３時２５分 

○委員長（吉田和子君） 休憩を閉じて議会運営委員会を再開いたします。 

今、いろいろな議論をしてきましたけれども、まだきょうの結論には至らないということで、再

度議長の報告、報酬は北海道は全国的に見て低いということで、そういうことも含めて報酬のあり

方等の議論を見据えた上での白老町の財政健全化を見て議会としての取るべき姿勢がどうなのかと

いうことも含めて削減率のあり方も見ながら、各会派でもう一度議論をしていただいて、２月中に

はできる限り結論を出していくと。そしてそのあとに議会改革として報酬、定数等についてまたし

っかりと議論していくという形で進めたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（吉田和子君） では次にまだありますので、次々進めていきたいと思います。 

次に２番目として、平成 29 年白老町議会について、まず（１）定例会１月会議について、南事務

局長お願いいたします。 

○事務局長（南 光男君） 平成 29 年１月 27 日金曜日ということで、10 時からということで、き

ょう議案配布されているかと思いますけども、提出議案としては町長関係３件、補正予算１件と、

条例２件、特別会計の廃止条例が出ております。 

それとちょっときょう確認したのですけども、行政報告もあるということでございます。鳥イン

フルエンザの関係とふるさと納税の関係ということでありました。 

○委員長（吉田和子君） １月会議は１月 27 日に行われるということで、きょう議案提案されまし

たけれども、後ほど出てきますけど、27 日議会運営委員会は９時半からということですので、よろ

しくお願いをしたいと思います。 

定例会２月会議について。 

南事務局長。 

○事務局長（南 光男君） 定例会２月会議につきましても、１月６日の議会運営委員会のときに

もお示ししていたのですけども、２月 10 日金曜日、10 時からということで今回、きょうも特別委

員会で説明あったのですけども、振興公社の買戻しということで 27 日に補正ありますけども、実際

に財産取得の議案が出てくるということになりますので、２月 10 日開催ということで、前段で議会

運営委員会を９時半からということになろうかと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（吉田和子君） 定例会２月会議は平成 29 年２月 10 日ということで、きょう説明があり

ましたように財産の取得等が入っておりますので、これも９時半からの議会運営委員会でもう一度

確認をして提案するということになると思いますので、よろしくお願いをいたします。 

では次に、皆さんのお手元に資料１がありますが、全員協議会の開催についてきておりますので、

南事務局長のほうからお願いいたします。 

南事務局長。 

○事務局長（南 光男君） 全員協議会の開催ということでございまして、白老町財政健全化プラ

ンの（改訂版）案について説明をしたいということで、この件について全員協議会で受けることで
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よろしいかということでございます。 

○委員長（吉田和子君） よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（吉田和子君） 前からいずれは示されるだろうということですので、もう示したらだめ

だということにはなりませんので、２月 10 日の本会議終了後に白老財政健全化プランの改訂案が示

されるという。これは議決ではないですね。示されるということですので、よろしくお願いをした

いと思います。 

では、その他について。 

南事務局長。 

○事務局長（南 光男君） 議会運営委員会の次回開催日なのですけども、先ほど定例会１月会議、

２月会議、２月 10 日、この前段で議会運営委員会を開催するということで、９時半からということ

で両日ともなろうかと思います。その他に、もしまだ何か、きょうの自主削減の関係ではないです

けども、ある程度日程をどこかで決めていただければと思います。 

○委員長（吉田和子君） 議会もありますので、27 日、10 日とありますので、そのころに皆さん

各会派の代表の方に私のほうからも話し合い進んでいますかということで、もしできていなければ

また別に議長とも相談をしながら日程を決めたいというふうに思いますので、２月中にはやりたい

と思っていますので、また怒られますけども、２月中には結論を出したいというふうに考えており

ます。２月 13 の週ですか。今、そういう理由が出てきましたので、２月 13 の週の後半ですか。15

日か 16 日ですね。２月のそれでは今、山本議長のほうからも日程的なことのお話がありましたけれ

ども、次回の議会運営委員会を２月 16 日 10 時からということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（吉田和子君） 皆様の絶大なるご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

あと何か皆様のほうから、その他でありますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

                                          

◎閉会の宣告 

○委員長（吉田和子君） なければ以上で議会運営委員会を終了いたします。ご苦労様でした。 

（午前１１時４７分） 


